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野
田
佳
彦
首
相
の
釜
石
視

察
の
た
め
欠
席
と
な
っ
た
野

田
武
則
・
釜
石
市
長
（
昭
５１

法
）
が
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
「
近
代
製
鉄
産
業
発
祥

の
地
・
釜
石
は
、
第
二
次
大

戦
で
の
艦
砲
射
撃
や
、
明
治

と
昭
和
の
大
津
波
で
壊
滅
的

な
打
撃
を
受
け
な
が
ら
困
難

を
乗
り
越
え
て
き
た
。
そ
の

た
わ

経
験
を
踏
ま
え
、
『
撓
ま
ず

屈
せ
ず
』
の
精
神
で
復
旧
・

復
興
に
歩
む
」
と
述
べ
た
。

玄
田
有
史
・
東
京
大
学
社

会
科
学
研
究
所
教
授
が
基
調

講
演
。
玄
田
教
授
は
、
同
研

究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
希

望
学
」
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

２
０
０
６
年
か
ら
釜
石
市
の

地
域
調
査
を
行
っ
て
き
た
。

そ
の
体
験
か
ら
地
域
の
人

の
力
に
よ
る
復
元
力
に
期
待

を
寄
せ
る
。
地
域
ら
し
さ（
ロ

ー
カ
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

ー
）
を
大
切
に
し
、
復
興
に

は
▽
急
い
で
や
る
こ
と
と
別

に
遊
び
と
幅
を
持
つ
▽
緩
や

か
な
絆
を
も
つ
▽
経
験
を
忘

れ
な
い
仕
組
み
を
作
る
―
―

こ
と
が
必
要
と
語
っ
た
。

「
被
災
地
・
石
巻
か
ら
の

レ
ポ
ー
ト
」
で
は
、
李
東
勲

・
石
巻
専
修
大
学
経
営
学
部

准
教
授
が
被
災
直
後
か
ら
始

め
た
牡
鹿
半
島
で
の
支
援
活

動
を
報
告
。

李
准
教
授
は
、
同
大
学
の

学
生
に
よ
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ー
ク
ル
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
東
北
の

連
携
で
、
「
在
宅
被
災
者
」

に
着
目
。
巡
回
訪
問
や
生
活

実
態
調
査
を
行
っ
て
き
た
。

「�
平
等
�
の
名
目
で
、

避
難
所
の
炊
き
出
し
に
足
腰

の
弱
い
高
齢
者
が
若
者
同
様

に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
衣
食

住
に
か
か
わ
る
不
平
・
不
満

が
多
い
一
方
で
、
支
援
金
や

失
業
保
険
を
得
て
仕
事
を
し

な
く
な
る
人
が
出
る
な
ど
、

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
状
況
も
起

き
て
い
る
」
と
報
告
し
た
。

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
東
北
の

布
施
龍
一
代
表
は
「
仮
設
住

宅
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

に
格
差
が
あ
り
、
郊
外
・
半

島
の
仮
設
住
宅
に
は
孤
立
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
あ

る
。
そ
の
孤
立
を
防
ぐ
こ
と

が
大
切
。
物
資
配
給
、
炊
き

出
し
、
仮
設
住
宅
団
地
で
の

自
治
会
形
成
な
ど
継
続
し
た

支
援
が
必
要
だ
」と
訴
え
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
原
田

博
夫
・
社
会
関
係
資
本
セ
ン

タ
ー
代
表
（
大
学
院
経
済
学

研
究
科
長
）
が
モ
デ
レ
ー
タ

ー
を
務
め
、

パ
ネ
リ
ス
ト

と
会
場
が
一

体
と
な
っ
て

活
発
な
意
見

交
換
を
行
っ

た
。佐

々
隆
裕

・
釜
石
市
産

業
振
興
部
次

長
は
行
政
の

立

場

か

らつ
い

「
仮
設
を
終

す
み

か

の
住
処
に
せ
ず
、
被
災
者
を

生
活
の
場
に
お
返
し
す
る
の

が
我
々
の
役
目
だ
。
広
大
な

浸
水
地
域
に
企
業
を
誘
致

し
、
新
た
な
雇
用
創
出
に
つ

な
げ
た
い
」
と
語
っ
た
。

大
矢
根
淳
・
人
間
科
学
部

教
授
（
災
害
社
会
学
）
は
「
東

北
の
浜
の
再
興
に
、
阪
神
大

震
災
時
の
都
市
部
と
同
じ
復

興
政
策
は
あ
て
は
ま
ら
な

い
。
被
災
地
で
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
一
義
的
な
公
共
事

業
と
し
て
の
高
台
移
転
で
は

な
く
、
生
業
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
再
興
だ
」
と
語
っ

た
。会

場
に
は
、
フ
ェ
ア
ト
レ

ー
ド
東
北
の
ス
タ
ッ
フ
と
と

も
に
支
援
活
動
を
続
け
る
李

准
教
授
夫
人
の
ヴ
ィ
ル
ジ
ニ

ー
・
マ
ン
ス
さ
ん
（
石
巻
専

修
大
学
非
常
勤
講
師
）
が
撮

影
し
た
被
災
地
で
の
活
動
の

記
録
が
展
示
さ
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年

４
カ
月
を
経
た
７
月
１４
日
、

被
災
地
復
興
を
テ
ー
マ
に
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
協
働
社

会
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
～
被
災

地
に
お
け
る
社
会
関
係
資
本

を
活
か
す
試
み
～
」（
社
会
知

性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
／
社

会
関
係
資
本
研
究
セ
ン
タ
ー

主
催
）
が
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
た
。
岩
手
県
釜

石
市
と
宮
城
県
石
巻
市
に
焦

点
を
あ
て
、
地
域
の
力
に
よ

る
復
興
へ
の
歩
み
と
問
題
点

を
論
議
し
た
。◇

外
務
省
北
米
局
長
迎
え
講
演
会
／
自
然
科
学
研
究
所
公
開
講
演
会
…
…
…
…
…
❷

社
会
科
学
研
究
所
国
際
財
政
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「
地
方
財
政
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❸

五
輪
日
本
選
手
団
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

国
内
の
中
核
拠
点
を
探
索

文
ス
ポ
ー
ツ
３
ゼ
ミ
…
…
…
…
…
…
❹

課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
活
動
中
／
神
田
神
保
町
探
索
…
…
…
…
…
…
❻

短
期
留
学
生
が
弓
道
初
挑
戦
／
海
外
留
学
・
国
際
交
流
フ
ェ
ア
…
…
…
…
…
…
❼

震
災
仮
設
住
宅
で
活
動

経
営
・
山
崎
泰
央
ゼ
ミ
…
…
…
…
❽
❾

レ
ス
リ
ン
グ
の
吉
田
沙
保

里
ら
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
代
表
選
手
１１
人
が
６
月
２８

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ス

リ
ン
グ
道
場
を
訪
問
、
「
専

修
大
学
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン

グ
教
室
」
の
生
徒
た
ち
を
指

導
、
交
流
し
た
。

代
表
選
手
た
ち
は
五
輪
本

番
を
前
に
、
佐
藤
満
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
（
専
修
大
学
経
営

学
部
教
授
、
ソ
ウ
ル
五
輪
金

メ
ダ
リ
ス
ト
）
の
も
と
本
学

で
強
化
合
宿
に
臨
ん
だ
。

「
交
流
会
」
は
、
五
輪
代

表
選
手
か
ら
直
接
指
導
を
受

け
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

に
夢
と
希
望
を
持
っ
て
も
ら

お
う
と
企
画
さ
れ
た
。

代
表
選
手
た
ち
が
会
場
に

現
れ
る
と
「
わ
ー
」
と
歓
声

が
上
が
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
五

輪
に
向
け
て
の
抱
負
が
述
べ

ら
れ
た
後
、
子
ど
も
た
ち
は

ト
ッ
プ
レ
ス
ラ
ー
を
相
手
に

次
々
と
ス
パ

ー
リ
ン
グ
練

習
。
力
い
っ

ぱ
い
ぶ
つ
か

っ
て
、
足
を

上
げ
た
り
腰

に
タ
ッ
ク
ル

し
た
り
。

終
了
後
は

シ
ャ
ツ
の
背

中
に
サ
イ
ン

を
し
て
も
ら

い
、
「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選

手
に
な
り
た

い
」
と
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
て

い
た
。

こ
の
教
室
は
本
学
レ
ス
リ

ン
グ
部
卒
業
生
が
地
域
の
幼

児
か
ら
高
校
生
ま
で
を
指
導

す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
（
社

会
体
育
研
究
所
主
催
）
。
２

０
０
９
年
発
足
当
初
数
人
だ

っ
た
生
徒
は
現
在
８０
人
に
。

ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
を
務
め
る
木

村
元
彦
さ
ん
（
平
１６
経
営
・

二
部
事
務
課
勤
務
）
は
「
本

学
の
地
域
貢
献
活
動
と
し
て

定
着
し
て
き
た
」
と
話
す
。

当
日
、
参
加
の
代
表
選
手

は
以
下
の
通
り
∥
敬
称
略
。

女
子
∥
▽
フ
リ
ー
ス
タ
イ

ル
５５
㌔
級
・
吉
田
沙
保
里
▽

同
６３
㌔
級
・
伊
調
馨
▽
同
７２

㌔
級
・
浜
口
京
子

男
子
∥
▽
フ
リ
ー
ス
タ
イ

ル
５５
㌔
級
・
湯
元
進
一
▽
同

６０
㌔
級
・
湯
元
健
一
▽
同
６６

㌔
級
・
米
満
達
弘
▽
同
７４
㌔

級
・
高
谷
惣
亮
▽
グ
レ
コ
ロ

ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
５５
㌔
級
・

長
谷
川
恒
平
▽
同
６０
㌔
級
・

松
本
隆
太
郎
▽
同
６６
㌔
級
・

藤
村
義
▽
同
９６
㌔
級
・
齋
川

哲
克

７
月
の
九
州
地
方
に
お
け
る
大
雨
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た
学
生
お
よ
び
保
護
者
の
皆
様
に
、
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
学
で
は
自
然
災
害
に
よ
る
被
災
世
帯
学
生
に
対
し
、
経
済
的
支
援
を
講

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
生
（
緊
急
・
応
急
）
の
申
請
も
受
け
付
け
ま
す
。
該

当
す
る
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
一
部
（
生
田
）
学
生
∥
生
田
学
生
生
活
課
▽
一
部
（
神
田
）
学
生
∥
神
田
学
生
生
活
課
▽
二
部
学
生

∥
二
部
事
務
課
▽
大
学
院
生
（
生
田
）
∥
生
田
大
学
院
事
務
課
▽
大
学
院
生
（
神
田
）
∥
神
田
大
学
院

事
務
課
▽
法
科
大
学
院
生
∥
法
科
大
学
院
事
務
課

（
学
生
生
活
課
）

九
州
地
方
大
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
学
生
お
よ
び
保
護
者
の
皆
様
へ
経
済
的
支
援

石
巻
専
修
大
学

川
崎
市
多
摩
区
の
名
産
品
を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
た
商
学
部
・
前
川
明
彦
ゼ
ミ
、
馬
場
一

貴
さ
ん
と
香
取
知
江
美
さ
ん
∥
左
側
の
２
人

〈
２
面
に
記
事
〉

専
修
大
学
少
年
少
女

レ
ス
リ
ン
グ
教
室

石
巻
と
釜
石
に
焦
点

社
会
関
係
資
本
研
究
セ
ン
タ
ー
が
シ
ン
ポ

▲ 代表選手の前で佐藤満教授

＜商・前川ゼミ＞

地地域域のの力力でで復復興興をを

「オリンピック選手になりたい」

▲ 活発な議論が展開されたシンポジウム

ロンドン五輪代表選手が
子どもたちの練習相手に

文学部・新井勝紘ゼミが「軍事郵

便」をテーマにポスター発表

〈５面に記事〉

＜文・新井ゼミ＞

「
緩
や
か
な
絆
を
持
と
う
」

「
孤
立
す
る
被
災
者
救
え
」

「
生
業
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
興
を
」

＜ネット情報・綿貫研究室＞
ネットワーク情報学部・綿貫理明研究

室が子供たちに「創エネ」教える＝新百

合ヶ丘駅前で 〈６面に記事〉

▲ 坂田隆・石巻専修大学長も会場から発言

▶

子
ど
も
た
ち
に
タ
ッ
ク
ル
さ
れ
る
松
本
隆
太
郎
選
手
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〠101-8425
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